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事　　務　　執　　行　　概　　要
近年の府内における都市化の急激な進展に対処し、安全で快適な街づくりをめざして治水施設の整備、ダムの建設及び砂防施設の整備等に努めた。

府内の法河川は、下表のとおりである。

	所　　　　管
	河川数
	延　長
	主　　な　　河　　川

	法

河　　　

川
	国土交通省
	　　　　本

18
	　　　 ㎞

80.2
	淀川、大和川、猪名川

	
	大　阪　府
	　　　　本

154
	 ㎞

777.2
	穂谷川、天野川、天見川、飛鳥川

西除川、松尾川、槇尾川、春木川

寝屋川、恩智川、第二寝屋川

旧淀川、神崎川、安威川

	
	大阪市
	      　本

     6
	㎞17.4
	道頓堀川、住吉川、東横堀川、

今川、駒川、鳴戸川

	
	堺　　　　　　市
	      　本

　　 4
	㎞7.1
	狭間川、内川、内川放水路

土居川

	
	計
	本　　182
	㎞881.9
	


（注1）　所管別河川数は、重複で計上

(注2)   法河川　→　一級、二級河川

予　算　執　行

当該年度予算の執行にあたり、地方自治法並びに大阪府財務規則に基づき効率的な執行に努めた。

(ｱ) 歳　　　　入

当該年度の歳入額は、一般会計179億8,768万7,609円であり、その内容は次のとおりである。
一般会計

	科目
	収　入　済　額
	収入比率
	備　　　　　　考

	負　　担　　金
	円

          40,325,919
本課収入

12,548,060
予算執行機関収入

27,777,859

	      ％

　　　0.2

	・河川砂防事業負担金等

	使　　用　　料
	円

1,154,197,380
(予算執行機関収入)


	％

　6.4

	・河川砂防事業使用料等

	国庫補助金
	                     円

16,537,508,927
(本課収入)


	％

91.9

	・河川砂防事業補助金

	寄附金
	                     円

8,010
(予算執行機関収入)


	％

　0.0


	・津波・高潮ステーション管理運営事業寄附金

	財産売払収入
	　　　　　　　　　　円

 432,440 

(予算執行機関収入)


	％

　0.0


	・都市整備費物品売払収入

	科目
	収　入　済　額
	収入比率
	備　　　　　　　　　　　考

	基金繰入金
	　　　　　　　　　　円

            73,053,328
　　　　　（本課収入）
	％

0.4
	・公共施設等整備基金等

	延滞金
	円

15,600
(予算執行機関収入)
	％

0.0


	・河川砂防事業使用料延滞金

	受託事業収入
	　       　　　　　　円

178,704,941
　

本課収入

  2,821,940
予算執行機関収入

          175,883,001　
	％

1.0

	・河川砂防事業受託金等

	雑入
	　　　円

          2,556,264
　

  本課収入
　　　　　　 2,027,652
 予算執行機関収入

　　   　528,612　
	　　　％

0.1


	・恩智川クリーン・リバープロジェクトの各市町村費用負担協定書に基づく、河川砂防事業雑入等


	都市整備費

不動産貸付収入
	円
884,800
（予算執行機関収入）
	％
0.0

	・不動産の貸付収入



	計
	円

17,987,687,609
本課収入

16,627,959,907

予算執行機関収入

       1,359,727,702    
	       ％

100.0


	


(ｲ) 歳　　　　　出

当該年度の歳出額は、一般会計517億4,068万2,745円であり、その内容は次のとおりである。

一般会計

	科目
	執　行　済　額
	事業比率
	備　　　　　考

	都市整備総務費
	円 

8,794,231
（本課執行）


	％

0.0
	・事業執行に必要な旅費等の事務費

	河川砂防費
	円

51,731,888,514　

　　　　

本課執行

9,452,319,276
部内他課執行

19,483,406
予算執行機関執行

41,581,651,952
他部局執行

      　  678,433,880
	％

100.0


	・河川区域等の維持管理及び河川の各種調査等


	科目
	執　行　済　額
	事業比率
	備　　　　　考

	計
	                 円

    51,740,682,745
本課執行

9,461,113,507
部内他課執行

19,483,406
予算執行機関執行

41,581,651,952
他部局執行
678,433,880

	　　　％

100.0


	


(1)総務グループ

室の人事管理、予算執行、一般庶務、職員の衛生管理に関する事項等の適正な執行に努めるとともに、河川・砂防事業の円滑な推進を図るための室内外の連絡調整に努めた。

ア．人　事　管　理

服務規律の厳正を期し、全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務の遂行を期すと　ともに、職場の明朗化と事務処理効率化に努めた。

イ．職員の衛生管理

常に職場環境の整理改善をはかり、室員の健康保持と疾病予防に努めた。

ウ．事務執行概要
①　歳　　　入

	事業名
	執　　行　　状　　況
	 収 入 済 額
	根拠法令

	河川海岸費　負担金
	一級河川淀川水系安威川ダム建設事業に関する負担金等。


	円

12,548,060
（本課収入)

令和元年度
　　16,030,000
平成30年度
16,030,400  
	水源地域対策特別措置法

	河川海岸　　手　 数 　料

	岩石採取手数料
	円
0
（本課収入)
令和元年度
0　　    
平成30年度
        52,000
	採石法

	事業名
	執　　行　　状　　況
	収 入 済 額
	根拠法令

	河川海岸費  補助金
	国土交通省水管理・国土保全局所管にかかる河川の各事業及びダム、砂防、急傾斜地崩壊対策事業に対する国庫補助金収入。
	円

16,537,508,927
(本課収入)

令和元年度

11,933,947,916

平成30年度

12,106,572,776


	河川法

砂防法

補助金等適正化法

	基金繰入金
	南海トラフ巨大地震対策として防
潮堤の耐震化事業に対する基金繰入金収入等。
	円
73,053,328
 (本課収入)

令和元年度

51,052,828 
平成30年度

　94,053,328
　
	

	河川海岸

受託事業収入
	　「川の駅」はちけんやにおける情報発信にかかる国土交通省からの受託収入。
	　　　　　円

2,821,940
（本課収入)

令和元年度

2,830,000

平成30年度

5,830,000

	

	雑　　　　入
	・恩智川クリーン・リバープロジェクトの各市町村費用負担協定書に基づく、河川砂防事業雑入等。
	　円

2,027,652
（本課収入）

令和元年度

　2,958,439
平成30年度

　　　4,402

	


②　歳　　　出

	事業名
	執　　行　　状　　況
	執 行 済 額
	根 拠 法 令

	建設事業事務費

市町村

指導監督費
職員研修費
都市整備
精算返納金

（都市整備

総務費）
	事業執行に必要な旅費等の事務費等を支出した。
	円

6,420,646
 (本課執行)

令和元年度

10,455,773

平成30年度
　　 9,500,745

	

	各種協会

負担金
	治水､利水事業、防災事業､各種事業の企画調査研究並びに文献、雑誌の配布など啓発活動を行う各種団体に参与し、あるいは水防活動の円滑化を期すなどの目的で寝屋川流域協議会等に対して負担金を支出した。


	　　　円

2,344,500
本課執行 
  2,284,500
予算執行機関執行
 60,000

令和元年度

2,334,500
平成30年度

　　　2,344,500
	

	国直轄事業　　負　　担　　金
	国土交通省が管理する淀川、大和川、猪名川の改修及び環境整備、砂防、地すべり対策、その他水資源開発機構の実施する建設ダム事業等に対し、地元負担金を支出した。
	      　　　円
8,645,577,812 
 (本課執行)

令和元年度

6,383,750,245
平成30年度

5,819,853,716
	　河　川　法

砂　防　法

地すべり等

防　止　法

水資源開発

機　構　法

地方財政法


(2)　計画グループ

河川事業を円滑に推進し適正な管理を行うため、河川整備基本方針及び河川整備計画の策定や府管理河川における流量観測を実施した。

また、避難行動支援として、府内の雨量、水位等の観測情報を集中管理する水防災情報システムの維持管理や府管理河川のリアルタイムな流況を提供する危機管理型水位計の運営、並びに水防災情報システムの再整備に向けた業務の発注を行った。

さらに、「今後の治水対策の進め方」に基づく、洪水リスクの周知、流出抑制、耐水型都市づくりに向けた連絡調整や河川室全般に係る技術的事項等について適正な事務の執行に務めた。

令和２年度の事務執行概要は、次のとおりである。

1． 事務執行概要

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	審議会費

（都市整備

総務費）


	　府内河川における河川整備計画の変更や、河川及びダムの建設事業の評価について調査審議するため、河川整備審議会等を開催した。
	円

2,368,430

（本課執行）

令和元年度

2,228,196
平成30年度

1,645,318


	河川法



	河川管理費

（単独）
	河川計画の策定や河川の適正な管理に資する水文データの収集のため、流量観測等の調査を行った。


	円

6,749,600

（予算執行機関執行）
令和元年度

11,308,000
平成30年度

8,861,400


	河川法

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	河川維持費
（ブロック塀対策）
	第三者被害につながる恐れのあるブロック塀の保安対策を行った。
（平成30年度のみ執行）
	円
-
令和元年度

‐
平成30年度

39,168,747


	

	避難行動支援

事業費

（公共）
	府民へ確実・迅速な防災情報を提供するため、危機管理型水位計の設置を行った。

（平成30年度のみ執行）

	　　　 円

-

令和元年度

-
平成30年度

113,999,400


	水防法

	避難行動支援

事業費

（単独）
	府民へ確実・迅速な防災情報を提供するため、河川カメラの設置を行った。


	　　　 円

1,731,619

（本課執行）
令和元年度

2,505,509

平成30年度

　1,857,600

	水防法

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	水防災システム再整備事業費
（公共）
	水防災情報システムの再整備にかかる業務を行った。


	円
  126,000,000 

本課執行
102,356,600
他部局執行

23,643,400
令和元年度

135,775,640
平成30年度

253,870,000


	水防法

	河川改良費

（公共）
	水防法の改正に伴う浸水想定区域図の作成・検討を行った。

（令和元年度より執行）

	円

208,608,300
予算執行機関執行

190,787,200

他部局執行
17,821,100

令和元年度

323,958,820

平成30年度

-
	河川法
水防法

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	河川改良費

（単独）
	治水計画の検討を行った。

	　円

8,506,100

本課執行

1,124,000
予算執行機関執行

7,382,100
令和元年度

12,797,543
平成30年度

147,974,178


	河川法

水防法

	水防対策費
	水防災情報システムの保守点検、補修工事を実施した。

	円

56,102,200 
（本課執行）

令和元年度

50,140,000

平成30年度

　　　　54,437,000


	水防法

	災害復旧費
	台風により破損した水防災情報システムの補修工事を実施した。

（平成30年度のみ執行）

	円 

-

令和元年度

-
平成30年度

4,041,400
	水防法


(3)　都市河川グループ

東部大阪地域の治水対策の根幹をなす寝屋川流域では、「淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画」に基づき、河道改修や治水緑地、地下河川、流域調節池の建設等を実施した。

大阪市内及び泉州地域では、南海トラフ巨大地震による被害想定を踏まえた防潮施設の再点検結果から、津波を直接防御する防潮堤を重点的に、各種防潮施設の耐震対策等を実施した。
また、津波・高潮ステーションの適正な維持管理に努めた。

令和２年度の事務執行概要は、次のとおりである。

1． 事務執行概要

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	寝屋川水系

改良費

(公共)
	社会資本整備総合交付金事業として淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画に基づき、恩智川の河道改修、恩智川（法善寺）多目的遊水地、寝屋川北部地下河川、布施公園調節池、加納元町調節池等の事業を実施した。


	円

3,723,953,381
（予算執行機関執行）
令和元年度

3,547,266,546
平成30年度

5,172,266,935

	河川法

	寝屋川水系

改良費

(単独)
	単独事業として南海トラフ等の巨大地震による津波から府民の生命・財産を守るため、城北寝屋川口水門耐震補強工事等を実施した。


	円
686,028,238
（予算執行機関執行）
令和元年度

465,313,808

平成30年度

765,751,085


	河川法


	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	都市小河川

改良費
	淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画に基づき、大川の河道改修を実施するため、東大阪市に対して補助した。
	円

67,150,000

（本課執行）

令和元年度

84,520,000

平成30年度

97,680,000


	河川法

大阪府都市河川事業府費補助金交付要綱

	津波・高潮

対策費

(公共)
	社会資本整備総合交付金事業として木津川、六軒家川などの防潮堤補強工事等を実施した。
	　              円

7,268,478,864

 予算執行機関執行
6,793,621,964
他部局執行

474,856,900
令和元年度

5,023,360,332
平成30年度

6,263,997,006

	河川法

	津波・高潮

対策費

(単独)
	芦田川水門、王子川水門などの扉体補強工事等を実施した。
	円
1,356,030,471
(予算執行機関執行)
令和元年度

714,268,047
平成30年度

4,594,526,048


	河川法


	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	津波・高潮ステーション管理運営事業費

（単独）
	津波・高潮発生時において、西大阪地域の防災拠点維持及び津波・高潮災害に関する普及啓発、府民の防災意識の向上のため、津波・高潮ステーションの運営及び維持管理を実施した。


	円

12,064,724

 予算執行機関執行
11,747,924
部内他課執行

316,800

令和元年度

16,378,753
平成30年度

16,645,655

	


(4)　地域河川・ダムグループ

１．中小河川改修事業

　　　洪水に対する治水安全度の向上を図るため、洪水リスクの高い梅川、穂谷川など府内の中小河川において河川改修等を実施した。

２．ダム事業
安威川流域の治水対策として、ダム本体建設工事や付替道路整備等を推進した。

1． 事務執行概要（中小河川改修事業）

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	河川改良費

(公共)


	　　　　　　　　　　　　　

社会資本整備総合交付金事業として河川整備計画に基づき、梅川外16河川について改修等を実施した。


	円

2,715,110,083
  (予算執行機関執行)


令和元年度

2,320,867,262
平成30年度

1,610,791,605


	河川法



	河川改良費

(単独)


	単独事業として河川整備計画に基づき、穂谷川外29河川について、改修等を実施した。


	　　 　　　  　円 

1,184,951,004

本課執行

　 54,946

予算執行機関執行
1,106,496,025
他部局執行

78,400,033

令和元年度

1,541,523,218
平成30年度

2,275,589,519
	河川法


　イ．事務執行概要（ダム事業）

	　事　業　名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	ダム建設費

（公共）


	安威川ダム

ダム本体建設工事及び付替道路整備等を推進した。
	円

12,330,391,135

(予算執行機関執行)

令和元年度

　　　6,419,024,860

平成30年度

6,949,107,508


	河川法

	ダム建設費

（単独）
	安威川ダムほか

ほ場整備工事、ダム貯水池の水質改善に関する調査・検討等を実施した。


	円

418,650,445

本課執行

21,000,000

予算執行機関執行

397,650,445

令和元年度

868,895,221

平成30年度

776,840,994
	河川法




(5)　管理グループ

河川が適正に利用されるよう、良好な河川環境の維持に努めるとともに、管理に万全を

期するほか、関係法令に基づき、各種許認可・取締り、その他行政処分を行い、事務の適正執行に努めた。

また、災害防止のため砂防指定地等の管理に万全を期するほか、関係法令に基づき各種許認可・取締り、その他の行政処分を行い、事務の適正執行に努めた。

さらに水質の汚濁防止等の協議会に参与して、必要な事務の連絡調整に努めた。

令和２年度の事務執行概要は、次のとおりである。

· 河川管理延長

	種　　別
	水系別
	本数
	総延長

(左右岸平均)
	備            考

	一級河川
	淀川水系
	本

97
	ｍ

448,056
	(内7本は国土交通大臣分と重複)

	
	大和川水系
	20
	139,331
	(内1本は国土交通大臣分と重複)

	
	小　　計
	117
	587,387
	

	二級河川
	単独水系
	37
	189,876
	

	合　　　　計
	154
	777,263
	


· 砂防指定地累計

	区   分
	元年度末
累計
	２年度
指定分
	２年度
解除分
	２年度

累計
	備考

	箇所数
	416
	3
	0
	419
	

	面積(ha)
	32,221.088
	3.532
	0
	 32,224.620
	


ア．公　用　廃　止

河川工事の結果、河川区域内の土地として管理する必要のなくなった河川について、

河川区域の廃止と廃川処分を行った。

	河川の種類
	河川名  
	面積（㎡）
	告示年月日
	告示番号

	二 級 河 川
	石　津　川
	3172.53
	R2.4.3
	告示第583号

	一 級 河 川
	東　除　川
	32.53
	R2.6.29
	告示第1048号

	一 級 河 川
	千　里　川
	48.39
	R2.8.17
	告示第1243号

	一 級 河 川
	平　野　川
	97.83
	R3.3.17
	告示第369号

	一 級 河 川
	余　野　川
	1244.27
	R3.3.25
	告示第421号

	計
	4595.55㎡


イ．河川の占使用等許可

河川法及び大阪府河川管理規則に基づき、河川の占使用等の許可を行い、河川の保全と適正な利用に努めた。これらの占使用等の行為については、事務所長等にその権限を委任(特定のものは知事承認)している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

	課所名
	承認工事
	水利使用
	土地の

占用
	工作物の
新築等
	土地の

掘削等
	保全区域

内行為
	計

	河川室
	0
	6
	5
	1
	0
	0
	12

	池田
	1
	0
	305
	98
	1
	64
	469

	茨木
	3
	0
	597
	167
	7
	141
	915

	枚方
	1
	0
	321
	115
	0
	70
	507

	八尾
	0
	0
	257
	60
	0
	37
	354

	富田林
	2
	0
	436
	161
	4
	77
	680

	鳳
	1
	0
	525
	140
	0
	64
	730

	岸和田
	0
	0
	341
	94
	1
	76
	512

	西大阪
	0
	0
	773
	98
	7
	71
	949

	寝屋川
	0
	0
	434
	123
	0
	156
	713

	計
	8
	6
	3,994
	1,057
	20
	756
	5,841


ウ．河川巡視状況

河川における各種違法行為の是正を図るとともに、不法投棄の防止に努めるため河川パトロールを実施した。

	区分
	巡視回数
	巡視人員
	措　　　　　置

	
	
	
	注意件数
	告発件数

	昼間
	回

2,545
	人

7,179
	件

46
	件

0 

	夜間
	281
	717
	0
	0

	計
	2,826
	7,896
	46
	0 


エ．活動について

(ア)　河川愛護啓発事業

河川に対する府民の理解と関心を深めるとともに、河川を常に安全、適切かつ美しく利用する気運を高めながら、流域府民とともに良好な河川環境を積極的に創出・保全するために、広く府民に河川愛護思想の周知を図っている。

令和２年度は、主として次の事業を行った。

(1)　河川クリーンキャンペーン

内　 容　　市町村、地元自治会等の協力を得て、河川清掃を実施。

場　 所　　府内河川(36河川・44箇所)

(2)　親子で学ぼう河川見学会

狭山池ガイドツアー

内　 容　　富田林土木事務所管内の狭山池ダムにおいて、狭山池ダムの文化、歴史、治水、自然等の紹介を行った。

日　 程　　令和２年10月24日（土）

(3)　河川愛護功績者への感謝状交付

内　 容　　河川清掃、河川環境の美化・保全等に功績のあった団体又は個人に

対して感謝状を交付。(団体：1)

(イ)　アドプト・リバー・プログラム

内　 容　　府民と協働した河川環境美化を推進するため、地元自治会等が行う

清掃や緑化などのボランティア活動を支援するアドプト・リバー・

プログラムを平成14年度から本格実施している。

実施状況　 201ｶ所で認定　　参加人数33,287人　活動延長　約212㎞

オ．事務執行概要

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	河川管理費


	河川の保全と適正な利用を図り、河川管理の適正化を進めるため、塵芥不法投棄や不法占拠の取締り及び転落防止のための防護柵の設置並びに河川敷地の公用廃止処分等に務めるとともに、府民の河川に対する愛護精神の高揚を図るため、河川愛護月間の諸行事を実施した。

砂防指定地内等についての現況調査及び表示板の設置を行うとともに土砂災害に対する防災意識の普及を図るため土砂災害防止月間の諸行事を実施した。
	円

78,541,822
本課執行

5,935,182 

部内他課執行

　　　13,437,194
予算執行機関執行
58,669,446 

他部局執行

500,000  


令和元年度

78,752,892
平成30年度

69,806,879
	河川法

特定都市河川浸水被害対策法

砂防法

急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律

地すべり等防止法


カ． 砂防指定地等の管理

(ｱ)　砂防指定地内行為の許可

砂防法及び大阪府砂防指定地管理規則に基づき、砂防指定地内行為に許可を行い、砂防指定地の適正な管理に務めた。

	事務所名
	件数
	うち本課執行件数

	池田
	12
	1

	茨木
	25
	1

	枚方
	37
	1

	八尾
	2
	0

	富田林
	4
	0

	鳳
	1
	0

	岸和田
	6
	0

	計
	87
	3


(ｲ)  広報活動について

○「土砂災害防止月間(6月)」

近年多発する土石流・地すべり・がけ崩れ等の土砂災害の現状を踏まえ、土砂災害に対する府民の理解と関心を深めるとともに、防災対策を強化するために土砂災害に関する防災知識の普及、警戒避難体制の整備等を推進し、土砂災害による生命、財産の被害の防止に資することを目的とする。

令和２年度は、主として次の事業を行った。

(1) 令和２年度土砂災害防止に関する絵画・作文募集

募集対象：府内の小中学生

募集期間：令和2年6月1日～令和2年9月15日

応募点数：絵画13点、作文6点
　　　　　 
　　　(2) 令和２年度土砂災害防止に関する絵画・作文の入賞者への表彰状交付

内　　容：国土交通省の中央審査により、作文の部において優秀賞に選ばれた方に表彰状を交付。（小学生　１名）

(3) 土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：箇所）
	
	令和元年度末
	令和２年度指定
	令和２年度解除
	令和２年度末

	警戒区域
	8,366
	10
	8
	8,368

	特別警戒区域
	7,771
	10
	8
	7,773


(ｴ)　 その他

· 砂利採取計画の認可

令和２年度の処理件数　0件

キ　特定都市河川流域における許認可等について

1 　雨水浸透阻害行為の許可

特定都市河川浸水被害対策法及び大阪府特定都市河川浸水被害対策法施行細則に基づき、雨水浸透阻害行為に対する許可を行い、特定都市河川流域における浸水被害の防止に務めた。

	
	処理件数
	備　　考

	河川室
	6(1)件
	(　)内は廃止届


2 　雨水浸透阻害行為の許可等に伴う権限移譲に係る交付金

大阪府特定都市河川流域における浸水被害の防止に関する条例及び大阪版地方分権推進制度実施要綱に基づく交付金は、対象市である門真市、守口市、柏原市及び藤井寺市に交付した。

	事　　　　務
	処理件数
	交付金交付額
	

	雨水浸透阻害行為の許可
	5
	665,000円
	

	雨水貯留浸透施設の機能阻害行為の許可
	―
	―
	

	保全調整池の指定
	―
	―
	

	保全調整池の機能阻害行為の届出受理
	―
	―
	

	標識設置
	4
	―
	

	合　　　計
	9
	665,000円


ク．採石場の認可等に伴う事業
岩石の採取に伴う災害を防止し、採石業の健全な発達に資することを目的とした採石法に基づき、岩石採取計画の認可など次の事業を行った。
(1) 採取計画の認可
採石業者の災害防止能力に関する技術、施設等物的面について､岩石採取事業の着手前に規制を行うため、岩石採取場ごとに定める「採取計画」の認可を行い､「採取計画」の遵守義務を課すことにより、災害の防止と自然環境を保全し、採石業者の健全な発達を図った。

	年度

項目
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	認可申請件数
	1
	0
	0

	変更認可申請件数
	0
	1
	0

	軽微変更届出数
	0
	2
	0


（令和3年3月31日現在　認可業者数：12、認可事業所数：15件）
(2) 事業所への立入検査
出水期である梅雨期及び台風期に先立ち、関係各課及び地元市町村等と合同で立入

検査を実施し、災害発生の未然防止及び採石業者への指導を実施した｡
また、これらの時期以外にも岩石採取場の状況等により、随時立入検査を行い、岩

石採取に伴う災害の未然防止に努めた｡

	年度

項目
	平成30年度
	令和元年度
	令和２年度

	梅雨期前合同立入検査数
	21
	20
	14

	台風期前合同立入検査数
	7
	8
	6

	随時立入検査数
	0
	1
	1


(6)　環境整備グループ

河川の治水上の機能や環境を保持するため、堆積土砂の除去、堤防天端の補修、雑草の刈取り、塵芥の除去を実施するとともに、ダム、排水機場、水門、鉄扉等の河川管理施設の維持管理を行った。あわせて、令和２年度は国の「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」を活用し、治水安全度向上に寄与する河道掘削を実施した。また、河川水質の改善を図るため、浄化浚渫等を実施するとともに府民が水辺に親しみ憩いの場として利用できる河川環境を創出するため、環境整備事業を行ったほか、水環境の改善を目的とした協議会等に参画するなどして、必要な事務の連絡調整に務めた。

また、川の駅はちけんや及び狭山池博物館について、施設の適正な維持管理に努めた。
ア．事務執行概要

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	河川維持費

（公共）
	排水機場、水門等の河川管理施設の維持管理コストの抑制と平準化を図るため、長寿命化計画に基づいた計画的な施設補修や更新等を実施した。


	円

760,160,000

 (予算執行機関執行)


令和元年度

1,171,943,334
平成30年度

1,049,736,000
	河川法


	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	河川維持費

（単独）
	河川の治水上の機能や環境を保持するため、各河川において、堆積土砂の除去、堤防天端の補修、雑草の刈取り、塵芥の除去を実施した。また、ダム、排水機場、水門、鉄扉等の河川管理施設の点検や補修等を実施した。


	円

6,017,072,527
本課執行

139,798,827

部内他課執行

5,613,156

予算執行機関執行
5,871,340,408
他部局執行

320,136


令和元年度

6,085,932,009

平成30年度

6,091,795,996
	河川法

	河川環境

整備費


	府民が水辺に親しみ、憩いの場として利用できるように河川環境整備を実施した。また、汚濁の著しい河川において、水環境の改善を図るため河川浄化事業を実施した。
	円

321,217,950
（予算執行機関執行）


令和元年度

332,320,053

平成30年度

398,764,485
	河川法

環境基本法

	事　業　名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	河川更新費

（単独）
	　老朽化が著しい河川管理施設の更新を行うことにより、治水機能を回復するため、石津川などの護岸の更新等を実施した。
	円

568,770,000

 (予算執行機関執行)


令和元年度

591,371,000

平成30年度

        396,057,237

	河川法

	川の駅

はちけんや

管理運営事業費（単独）
	八軒家浜における船着場機能、情報発信機能及び来訪者へのサービス提供機能を有した賑わい施設の運営及び維持管理を実施した。


	円

10,276,000

 (本課執行)


令和元年度

10,223,000

平成30年度

10,174,000
	河川法

	狭山池博物館

運営事業費

（単独）


	狭山池博物館の運営管理を行った。


	円

107,022,620
部内他課執行

116,256

予算執行機関執行

106,906,364

令和元年度

104,008,468
平成30年度

  105,843,066
	河川法
大阪府立狭山池博物館条例

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	2019年G20 大阪サミット対策事業費
	2019年G20大阪サミット開催の成功に向け、警備対策を中心とした除草等を行った。
（令和元年度のみ執行）

	円

-
令和元年度

5,340,740
平成30年度

  -

	

	河川改良費
（公共）
	　社会資本整備総合交付金事業として河川整備計画に基づき、河道掘削を実施した。
（令和元年度より執行）

	円

2,018,186,059

(予算執行機関執行)
令和元年度

2,023,841,900

平成30年度

-

	河川法


  (7)　砂防グループ

土砂災害に対する安全性の向上を図るため、ハード対策として通常砂防事業で26渓流において砂防施設の築造を進めるとともに、砂防修繕事業によって渓流保全工・砂溜工の浚渫等の施設維持及び修繕を実施した。

また、がけ崩れによる災害防止のため、保全人家5戸以上の急傾斜地崩壊危険箇所

11箇所において急傾斜地崩壊対策事業を実施した。

一方、ソフト対策では、土砂災害の恐れがある区域での開発抑制や警戒避難体制の整備を目的として、土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等を指定するため、各土木事務所において基礎調査を実施し、令和２年度末までに土砂災害警戒区域8,368箇所、土砂災害特別警戒区域7,773箇所の指定を行った。合わせて、警戒避難体制の確立のため、気象庁と連携した土砂災害警戒情報の発表や、インターネットによる土砂災害の防災情報の提供等を実施している。

ア．事務執行概要

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	建設事業　　事務費


	　近畿ブロック土砂災害に関する講習会のテキストを購入した。


	　　　　　　　　円

　　　　　5,155

（本課執行）
令和元年度

38,000
平成30年度

21,000


	


	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	通常砂防費

(公共)


	社会資本整備総合交付金事業として、都市周辺の開発が著しい山畑川等全26渓流で通常砂防事業による砂防えん堤工、渓流保全工を実施した。


	　　　　　　　　　円

1,604,753,172
予算執行機関執行
1,541,800,572
他部局執行
62,952,600

令和元年度

1,147,206,291

平成30年度

959,278,531
	砂防法

	通常砂防費

(単独)
	単独事業として、砂防事業全体計画策定等を実施した。（５渓流）
	円
43,997,218

　予算執行機関執行
31,984,507
　他部局執行

12,012,711
令和元年度
50,400,621

平成30年度

78,416,815


	砂防法

	急傾斜地崩壊対策費

(公共)


	社会資本整備総合交付金事業として、殿方地区等全９箇所で急傾斜地崩壊防止工事として、擁壁工、法枠工等を実施した。
	円

387,943,920

 (予算執行機関執行)

令和元年度

473,997,660

平成30年度
445,872,240


	急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律



	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	急傾斜地崩壊

対策費

(単独)


	下河内（４）地区等全５箇所で急傾斜地崩壊防止工事として調査・設計、擁壁工、法枠工等を実施した。


	円

62,339,200

（予算執行機関執行）


令和元年度

86,867,880

平成30年度

55,180,000


	急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律

	砂防修繕費

(単独)
	砂防施設の延命化、機能維持を計るため緊急的に点検・補修を実施した。

	円

311,273,970
本課執行

33,782,390
予算執行機関執行

277,491,580
　


令和元年度

310,547,203

平成30年度

293,219,092
	砂防法

急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律

地すべり等防止法

	事業名
	執　行　状　況
	執　行　済　額
	根拠法令

	地すべり

対策費

（単独）
	野間西山地区で対策工を実施した。


	円

52,353,580

（予算執行機関執行）

令和元年度

50,399,600

平成30年度
8,600,000


	地すべり等防止法

	土砂災害

対策費

(公共)


	土砂災害防止法に基づく基礎調査と情報基盤整備などを実施した。
	円

568,263,000
本課執行
363,856,200　

　予算執行機関執行
196,479,800
他部局執行
7,927,000　

　

令和元年度

372,155,060

平成30年度
349,670,320


	土砂災害特別警戒区域等における土砂災害防止対策の推進にかかる法律

	土砂災害

対策費

（単独）
	市町村のがけ地近接等危険住宅移転事業に対する補助等を実施した。
	円

1,289,000

(本課執行)

令和元年度

200,000
平成30年度

200,000

	土砂災害特別警戒区域等における土砂災害防止対策の推進にかかる法律



